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第20回 

、一 

町 の 人 口 

人 口 9,507 人 （増7) 

男 4,547 人 （ 0) 

女 4,960 人 （増7) 

世帯数 3,085世帯（増35) 

出生 13人 転入 75人 

死亡 8人 転出 73人 

(56年3月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

【写真は昨年の町民体育祭典入場行進から】 

つ町民体育大会』迫る 
5月17日（日）・家族そろっての参加を・・・・ 

いよいよ体育の季節となりました。今年も来る5月17日（日）に町民グラウンドにおいて 

第20回町民体育大会が開催されます。この体育大会は、体協をはじめ、地区公連、町内の 

各種民主団体で組織する実行委員会が主催するもので、企画立案から運営にあたります。 

すでにプログラム、競技役員の編成も終え、プログラムでは60m競争（可学生）をはじ 

めに、地区こども対抗リレー、壮婦対抗、公民館対抗リレーなど17の編成がなされており 

ます。特に地区公民館の仮装行列での応援団を含む催しものが期待されます。年に一度、 

町民がひとつになるこの祭典では、健康づくりと地域の和を求めて皆んなが一日を楽しく 

過ごすことを願い、家族そろっての多数参加をお願いします。 
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梅
花
旗
争
奪
戦
制
覇
な
る
 

町
剣
道
少
年
部
（
中
学
団
体
）
 

田
川
市
武
友
館
主
催
、
大
任
町
教
育
 

委
員
会
後
援
の
も
と
に
、
今
任
小
学
校
 

体
育
館
に
お
い
て
午
前
九
時
か
ら
第
一
 

回
梅
花
旗
杯
争
番
サ
少
年
剣
道
大
会
が
開
 

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

本
大
会
は
田
川
市
郡
の
少
年
を
対
象
 

に
、
旧
学
年
の
お
別
れ
大
会
と
し
て
今
 

後
毎
年
三
月
末
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
 

当
町
少
年
部
か
ら
、
小
・
中
学
団
体
戦
 

及
び
個
人
戦
に
男
女
剣
士
二
十
二
人
が
 

出
場
し
、
熱
戦
健
闘
の
末
、
中
学
団
体
 

戦
に
お
い
て
第
一
回
の
栄
え
あ
る
梅
花
 

旗
を
手
中
に
し
ま
し
た
。
小
学
団
体
戦
 

で
は
梅
花
杯
の
制
覇
は
残
念
な
が
ら
果
 

【
町
剣
道
少
年
部
の
男
女
剣
士
た
ち
】
 

国
税
専
門
官
募
集
 

ー
大
学
卒
業
程
度
ー
 

▼
受
験
資
格
 
昭
和
 29 

年
4
月
2

日
か
 

ら
昭
和
 35 

年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
者
。
 

▼
申
込
受
付
期
間
 
5
月
 22 

日
圏
ま
で
。
 

す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
三
 

位
入
賞
と
見
事
な
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
 

が
で
き
ま
し
た
。
 

個
人
戦
に
お
い
て
も
、
目
ざ
ま
し
い
 

動
き
で
各
賞
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。
 

出
場
選
手
は
次
の
と
お
リ
で
す
。
 

【
団
体
戦
】
 

圏
中
学
生
▽
太
田
公
博
②
▽
中
野
亜
子
 

m
▽
近
藤
真
紀
⑧
▽
花
元
忠
夫
⑧
▽
有
 

吉
淳
⑧
 
圏
小
学
生
▽
山
本
賢
治
⑤
▽
 

平
野
守
⑥
▽
城
野
昭
憲
⑥
▽
長
谷
川
敬
 

二
⑥
▽
尾
木
秀
直
⑥
 

【
個
人
戦
】
 

〇
一
位
▽
平
野
真
弓
m

▽
木
村
陽
子
呪
 

〇
二
位
▽
世
良
美
津
子
m

▽
田
中
淳
m
 

〇
三
位
▽
平
野
カ
ォ
リ
困
 

▽
渡
部
利
伊
「
▽
亀
井
信
之
「
▽
田
 

中
香
織
「
▽
稲
垣
登
一
困
▽
高
林
真
司
 

内
▽
稲
垣
和
泉
叩
▽
沢
田
芸
困
 

O
内
は
学
年
数
 

業
 
峯
 
峯
 
業
 
業
 
峯
 
峯
 

企
画
財
政
課
が
 

総
務
課
に
か
わ
り
ま
し
た
 

四
月
十
三
日
付
で
課
長
・
課
長
補
佐
、
 

二
十
一
日
付
で
係
長
以
下
の
人
事
異
動
 

が
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
の
異
動
は
、
総
数
で
四
十
二
人
 

（
う
ち
昇
格
者
十
人
）
の
異
動
で
、
全
 

職
員
数
の
約
四
分
の
一
以
上
と
な
っ
て
 

お
り
ま
す
。
 

な
お
、
今
ま
で
の
「
企
画
財
政
課
」
 

が
「
総
務
課
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
三
月
三
十
一
日
付
で
勧
奨
退
 

職
に
よ
り
十
一
人
の
職
員
が
退
職
し
ま
 

し
た
。
 

係
長
以
上
の
異
動
は
次
の
と
お
り
。
「
 

〇
印
は
昇
格
者
・
（
）
内
は
前
職
名
l
 

【
課
長
】
 

▼
教
育
委
員
会
庶
務
課
長
 

) 

) 

▼
第
一
次
試
験
 
7
月
 11 

日
・
 
12 

日
回
 

▼
試
験
場
 
第
一
薬
科
大
学
（
福
岡
市
 

南
区
玉
川
町
 22 

の
1
) 

▼
受
験
申
沃
筆
目
請
求
先
 
福
岡
国
税
局
 

人
事
第
二
課
一
T
肌
福
岡
市
博
多
区
 

博
多
駅
東
2
丁
目
 11 

の
1
）
及
び
最
 

（
水
道
課
長
）
近
藤
利
春
▼
税
務
徴
収
 

課
長
（
老
人
ホ
ー
ム
確
長
）
松
尾
重
男
 

▼
産
業
振
興
課
長
（
建
設
課
長
）
池
永
 

久
夫
▼
同
和
対
策
課
長
（
産
業
振
興
課
 

長
）
林
省
吾
▼
水
道
課
長
（
教
育
委
員
 

会
庶
務
課
長
）
江
藤
剛
▼
建
設
課
長
（
 

建
設
課
長
補
佐
）
〇
神
野
一
郎
▼
教
育
 

委
員
会
社
会
教
育
課
長
・
同
和
対
策
中
 

央
研
修
所
長
〇
太
田
博
▼
老
人
ホ
ー
ム
 

荘
長
心
得
（
同
和
対
策
課
長
補
佐
）
0
 

藤
野
八
郎
 

【
課
長
補
佐
】
 

▼
総
務
課
付
課
長
補
 

佐
（
企
画
財
政
課
長
補
佐
）
市
川
則
孝
 

▼
水
道
課
長
補
佐
（
水
道
課
営
業
係
長
）
 

〇
田
島
正
行
▼
産
業
振
興
課
長
補
佐
（
 

寄
り
の
税
務
署
。
 

▼
試
験
種
目
 
教
養
試
験
、
専
門
試
験
 

▼
採
用
予
定
人
員
 
全
国
で
約
六
百
名
 

▼
採
用
予
定
日
 
57 

年
4
月
1

日。 

▼
お
間
合
わ
せ
 
福
岡
国
税
局
 

固
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差
別
を
な
く
す
た
め
に
⑤
 

部
落
問
題
を
積
極
的
に
と
り
あ
げ
る
 

こ
と
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
『
寝
た
子
 

を
起
す
な
』
と
い
う
意
見
が
世
間
で
は
 

か
な
り
根
強
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
 

点
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
 

寝
た
子
を
起
す
と
か
起
さ
な
い
と
い
 

う
こ
と
は
ひ
と
つ
の
た
と
え
で
す
か
ら
、
 

そ
れ
を
い
う
人
々
の
立
場
や
考
え
方
に
 

い
ろ
い
ろ
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
と
 

思
い
ま
す
。
部
落
差
別
と
い
う
も
の
は
 

近
代
の
民
主
主
義
社
会
が
進
ん
で
い
け
 

ば
自
然
に
な
く
な
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
 

っ
と
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
。
へ
た
に
 

こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
 

て
か
え
っ
て
事
を
荒
立
て
た
リ
、
部
落
 

の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
ま
で
に
部
落
の
 

こ
と
を
知
ら
せ
、
差
別
を
か
き
た
て
る
 

こ
と
に
な
る
と
い
う
考
え
方
の
人
も
い
 

る
と
思
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
戦
前
ま
で
の
歴
史
、
ま
た
 

●
、
」
 

戦
後
民
主
主
義
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
 

っ
た
今
日
に
お
い
て
さ
え
差
別
は
な
く
 

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
 

そ
っ
と
し
て
お
い
て
な
く
な
る
も
の
 

な
ら
ば
、
す
で
に
明
治
の
頃
に
こ
の
問
 

題
は
解
決
し
て
い
た
は
ず
で
す
が
、
事
 

実
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

た
と
え
ば
、
学
校
で
同
和
教
育
な
ど
 

を
す
る
必
要
は
な
い
。
子
ど
も
た
ち
は
 

じ
ゅ
ん
し
ん
 

純
真
で
何
も
知
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
部
 

落
の
こ
と
な
ど
教
え
る
と
か
え
っ
て
差
 

別
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
意
見
 

が
よ
く
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
考
え
 

て
み
る
と
、
い
ま
差
別
を
し
て
い
る
大
 

人
た
ち
も
、
か
っ
て
は
天
使
の
よ
う
な
 

純
真
な
子
ど
も
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
 

が
差
別
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
 

こ
の
部
落
問
題
を
正
し
く
教
育
さ
れ
な
 

か
っ
た
た
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

企
画
財
政
課
企
画
係
長
）
〇
太
田
勝
正
 

▼
建
設
課
長
補
佐
（
建
設
課
建
築
係
長
 

)
o

杉
野
昌
幸
▼
総
務
課
長
補
佐
（
総
 

務
課
庶
務
係
長
・
消
防
防
災
係
長
〇
立
 

花
数
広
 

【
係
長
】
 

▼
水
道
課
工
務
係
長
（
建
 

設
課
管
理
係
長
）
木
月
明
▼
教
育
委
員
 

会
社
会
教
育
係
長
（
農
業
委
員
会
係
長
 

・
産
業
振
興
課
鉱
害
係
長
）
下
田
昭
市
 

▼
建
設
課
管
理
係
長
（
教
育
委
員
会
社
 

会
教
育
係
長
）
池
田
務
▼
住
民
福
祉
課
 

福
祉
係
長
（
税
務
徴
収
課
徴
収
係
長
）
 

荒
牧
嘉
之
▼
税
務
徴
収
課
徴
収
係
長
（
 

水
道
課
工
務
係
長
）
渡
辺
進
▼
総
務
課
 

庶
務
係
長
・
消
防
防
災
係
長
（
総
務
課
 

文
書
広
報
係
長
）
北
川
勝
▼
産
業
振
興
 

課
農
政
係
長
・
商
工
観
光
係
長
（
収
入
 

役
室
会
計
係
）
〇
柴
田
武
己
▼
同
和
対
 

策
課
調
整
係
長
（
同
和
対
策
課
調
整
係
 

）
〇
木
月
政
弘
▼
総
務
課
文
書
広
報
係
 

長
・
企
画
係
長
（
総
務
課
文
書
広
報
係
 

）
〇
柳
川
照
義
 

【
退
職
者
】
 

▼
木
村
光
（
企
画
財
政
 

課
長
）
▼
池
田
甲
子
生
（
税
務
徴
収
課
 

長
）
▼
長
谷
川
久
丸
（
同
和
対
策
課
長
 

）
▼
清
原
繁
夫
（
公
民
館
長
）
▼
藤
村
 

澄
子
（
老
人
ホ
ー
ム
吏
員
）
▼
永
末
ョ
 

、
ン
ノ
（
老
人
ホ
ー
ム
調
理
員
）
▼
中
原
 

フ
サ
ェ
（
町
立
病
院
用
務
員
）
▼
国
広
 

ト
モ
ェ
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
 

）
▼
吉
村
静
子
（
町
立
病
院
看
護
婦
）
 

▼
寿
崎
五
月
（
”
 
看
護
婦
）
▼
酒
井
 

久
美
子
（
”
 
看
護
婦
）
 ー

順

不

同

ー

 

知
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

解
放
教
育
を
や
る
な
ら
本
気
で
徹
底
 

的
に
や
っ
て
ほ
し
い
。
同
和
行
政
を
や
 

ち
ゅ
う
と
は
ん
 

る
な
ら
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
中
途
半
ば
 

な
も
の
で
な
く
、
ま
た
ア
メ
を
な
め
さ
 

か
い
じ
ゅ
う
て
き
 

せ
る
よ
う
な
懐
柔
的
な
や
リ
方
で
な
く
、
 

積
極
的
に
地
区
住
民
の
生
活
の
向
上
と
 

福
祉
の
た
め
に
努
力
し
て
ほ
し
い
と
い
 

う
真
意
の
あ
る
こ
と
を
読
み
と
ら
ね
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
よ
 

い
こ
と
に
し
て
、
外
か
ら
寝
た
子
を
起
 

す
必
要
が
な
い
と
い
う
意
見
が
吐
か
れ
 

る
こ
と
は
、
結
果
に
お
い
て
差
別
を
そ
 

同
和
問
題
を
全
町
民
の
も
の
に
 

『
寝
た
子
を
起
す
よ
う
な
こ
と
を
し
 

て
く
れ
る
な
』
と
い
う
部
落
の
人
々
の
 

願
い
は
、
長
い
間
の
き
び
し
い
差
別
の
 

実
態
を
語
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
 

し
か
し
、
そ
の
人
た
ち
も
含
め
部
落
 

解
放
を
願
っ
て
い
な
い
人
は
一
人
も
あ
 

リ
ま
せ
ん
。
 

「
寝
た
子
を
起
す
な
』
と
 

い
う
部
落
の
人
々
の
言
葉
の
裏
に
は
、
 

長
年
の
差
別
の
苦
し
み
と
痛
み
と
外
部
 

の
差
別
社
会
へ
の
根
深
い
不
信
が
あ
り
、
 

そ
れ
と
う
ら
は
ら
に
、
真
の
解
放
を
願
 

う
祈
り
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
 

の
ま
ま
温
存
し
、
そ
れ
を
助
長
す
る
以
 

外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
と
思
わ
れ
ま
 

す
。
ま
た
、
 

『
寝
た
子
を
起
す
な
』
と
 

い
う
こ
と
は
、
現
在
差
別
が
あ
る
こ
と
、
 

あ
る
い
は
差
別
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
 

て
利
益
を
得
て
い
る
人
々
、
あ
る
い
は
 

う
し
ろ
め
た
さ
を
感
じ
て
い
る
人
な
ど
 

が
、
問
題
の
本
質
を
明
る
み
に
さ
れ
る
 

こ
と
を
望
ま
な
い
。
あ
る
い
は
現
わ
れ
 

る
と
い
う
心
配
も
働
い
て
い
る
の
で
し
 

ょ
う
。
解
放
運
動
を
す
る
立
場
か
ら
み
 

れ
ば
、
『
寝
た
子
を
起
す
な
」
 
と
い
う
こ
 

業
 
峯
 
峯
 
業
 
業
 
業
 
業
 

☆
 和

名
 
皐
月
（
さ
つ
き
）
 

さ
つ
き
の
花
が
咲
く
意
味
と
早
苗
を
 

植
え
る
早
苗
月
を
つ
づ
め
て
五
月
を
皐
 

月
と
い
う
。
 

1
日
（
金
）
 

メ
ー
デ
ー
 

2
日
（
土
）
 

郵
便
貯
金
創
業
記
念
日
 

3
日
（
日
）
 

5
日
（
火
）
 

7
日
（
木
）
 

8
日
（
金
）
 

10 

日
（
日
）
 

14 

日
（
木
）
 

17 15 
日 日 

日 金 

18 
日
（
月
）
 

27 

日
（
水
）
 

28 

日
（
木
）
 

28 

日
（
木
）
 

八
十
八
夜
 

主
」
撲
記
念
日
 

博
多
ど
ん
た
く
 

・
」
ど
も
の
日
 

立
夏
 

児
童
？
福
祉
週
間
は
じ
ま
る
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
・
m

) 

世
界
赤
十
字
デ
ー
 

愛
鳥
週
間
 
母
の
日
 

戦
傷
病
者
補
装
具
支
給
（
 

修
理
）
等
巡
回
相
談
H
直
 

方
市
中
央
公
民
館
 10 

時
 

種
痘
記
念
日
 

沖
縄
本
土
復
帰
記
念
日
 

町
民
体
育
祭
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
往
）
 

国
際
親
善
デ
ー
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
往
〕
 

戦
傷
病
者
補
装
具
支
給
（
 

修
理
）
等
巡
回
相
談
n
田
 

川
市
立
体
育
館
 10 

時
 

献
血
H
赤
池
商
事
前
（
午
 

前
 10 

時
ー
午
後
1
時） 

赤
池
町
役
場
前
（
午
後
2
 

時
ー
午
後
4
時
ま
で
）
 

「

 

ー

 

】
 

一
 

56 

年
度
リ
ー
グ
戦
開
幕
す
 

、
町
軟
式
野
球
連
盟
 

4
月
 12
 

日
 

「
町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
 

4
月
 26
 

日
 

と
は
、
差
別
を
運
命
と
あ
き
ら
め
て
泣
 

き
寝
入
り
し
て
い
る
一
部
の
部
落
の
人
 

々
に
、
人
間
と
し
て
の
生
き
る
権
利
に
 

目
ざ
め
さ
せ
、
差
別
と
た
た
か
わ
ず
に
 

社
」
ゅ
ら
‘
」
ゅ
う
 

差
別
か
ら
逃
れ
よ
う
と
汲
々
と
し
て
き
 

ひ

て

い

 

た
こ
れ
ま
で
の
姿
勢
を
否
定
し
て
、
部
 

落
の
人
々
の
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
解
放
 

を
実
現
す
る
た
め
に
立
ち
上
が
ら
せ
る
 

と
い
う
意
味
を
も
持
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
世
間
は
、
『
寝
た
子
を
起
す
』
 

は
‘
り
ん
 

と
い
う
こ
と
は
、
平
地
に
波
乱
を
起
す
 

よ
う
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
人
も
少
 

な
く
あ
リ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
際
は
 

そ
れ
は
平
地
に
波
乱
を
起
す
こ
と
で
は
 

あ
リ
ま
せ
ん
。
差
別
の
あ
る
社
会
は
実
 

は
平
地
で
な
く
て
、
デ
コ
ボ
コ
の
多
い
 

波
乱
そ
の
も
の
の
社
会
だ
と
い
わ
ね
ば
 

な
リ
ま
せ
ん
。
そ
の
デ
コ
ボ
コ
の
波
乱
 

を
な
く
し
、
風
波
を
静
め
て
、
差
別
の
 

な
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
は
文
字
通
り
 

水
平
運
動
で
あ
り
、
人
権
尊
重
の
民
主
 

主
義
運
動
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
 

お
う
と
つ
 

おう 

凹
凸
の
凹
部
の
底
辺
に
権
利
か
奪
わ
 

そ

が

い

 

れ
て
疎
外
さ
れ
て
い
る
部
落
に
、
人
間
 

ら
し
く
生
き
る
折
忙
代
的
市
民
権
の
保
障
 

を
実
現
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
と
り
も
な
 

お
さ
ず
解
放
運
動
で
あ
る
 

つ
づ
く
 

ii 
II 
I 
ii 
H 
HH
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赤
池
町
軟
式
野
球
連
盟
で
は
四
月
十
 

二
日
、
町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
で
 

は
、
四
月
二
十
六
日
か
ら
今
年
の
リ
ー
 

グ
戦
が
す
で
に
開
幕
さ
れ
、
町
民
グ
ラ
 

ウ
ン
ド
と
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
 

て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

軟
式
野
球
連
盟
で
は
十
五
チ
ー
ム
が
 

登
録
さ
れ
、
選
手
の
資
格
は
町
内
に
在
 

住
す
る
者
。
又
は
町
外
の
者
で
も
赤
池
 

町
で
働
い
て
い
る
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
で
は
十
チ
 

ー
ム
が
登
録
さ
れ
、
年
齢
は
三
十
歳
以
 

上
（
た
だ
し
軟
式
野
球
連
盟
加
入
者
は
 

三
十
五
歳
以
上
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

登
録
さ
れ
な
い
者
は
リ
ー
グ
戦
に
出
 

場
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
リ
ー
グ
戦
の
 

終
了
日
程
は
十
月
末
日
の
予
定
で
す
。
 

【
軟
式
野
球
チ
ー
ム
名
】
 

①
ス
タ
ー
ダ
ス
L
志
）
ナ
イ
ン
ズ
③
商
 

工
会
④
大
浦
ヤ
ン
ガ
ー
ズ
⑤
ォ
リ
バ
ー
 

ズ
⑥
F
ダ
ッ
ク
ス
⑦
サ
ン
ク
ス
⑧
役
場
 

⑨
草
場
ク
ラ
ブ
⑩
）
赤
池
ガ
ッ
ツ
⑩
飛
車
 

角
⑩
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
⑩
ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ー
 

ズ
（
⑩
）
役
場
O
B
（
⑩
堀
田
 

【
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
名
】
 

①
西
町
②
十
二
支
所
③
十
四
支
所
④
 

十
一
支
所
⑤
十
五
支
所
⑥
猿
畑
⑦
九
・
 

十
支
所
⑧
四
区
⑨
八
支
所
（
⑩
）
十
八
支
所
 

（
抽
せ
ん
順
）
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(5） 第220号 広 報 あ か い 

今
年
は
「
国
際
障
害
者
年
」
。
 

い
ま
、
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
中
で
．
障
害
を
持
つ
人
の
社
会
へ
の
完
全
参
 

加
と
平
等
4

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
運
動
や
催
し
が
行
わ
れ
て
 

い
ま
す
。
障
害
を
持
つ
人
の
問
題
は
、
単
に
障
害
を
持
つ
人
だ
け
で
な
く
、
 

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
受
け
と
め
、
幅
広
い
 

社
会
的
な
連
帯
意
識
を
も
っ
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

自
ら
進
ん
で
、
だ
れ
か
の
た
め
に
 

無
報
酬
で
な
に
か
を
す
る
…
・
・
・
 

昭和56年「国際障害者年」に当たって 

地域社会の“心，，をつなぐ 
、 

ボランティア活動 

国
民
年
金
の
障
害
年
金
は
 

こ
ん
な
と
き
に
 

圏
 

障
害
年
金
を
う
け
ら
れ
る
人
 

拠
出
制
障
血
犀
金
 

原
則
と
し
て
、
国
民
年
金
に
加
入
期
 

間
中
の
病
気
や
け
が
で
障
害
者
に
な
っ
 

た
場
合
、
そ
の
初
診
日
ま
で
に
一
年
以
 

上
怠
リ
な
く
保
険
料
を
納
め
て
い
る
か
 

（
他
の
年
金
の
加
入
期
間
と
通
算
で
き
 

る
）
三
年
以
上
保
険
料
の
免
除
を
う
け
 

て
お
れ
ば
、
障
害
年
金
を
う
け
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。
 

障
害
福
祉
年
金
 

二
十
歳
前
、
ま
た
は
拠
出
制
国
民
年
 

金
が
発
足
し
た
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
 

日
前
の
病
気
や
け
が
で
障
害
者
に
な
っ
 

た
と
き
、
及
び
拠
出
制
国
民
年
金
に
加
 

入
し
、
滞
納
は
な
い
が
期
間
が
短
い
た
 

め
に
拠
出
制
の
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ
 

な
い
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

圏
 
障
害
の
程
度
 

年
金
を
受
け
ら
れ
る
障
害
の
程
度
は
 

一
級
障
害
と
二
級
障
害
の
二
つ
に
わ
け
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

＠
一
級
障
害
廿
他
人
の
助
け
を
か
り
な
 

け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
自
分
の
身
の
ま
わ
 

リ
の
こ
と
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
 

態。 

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
 

生
後
間
も
な
く
熱
病
に
お
か
さ
れ
、
 

目
も
、
耳
も
、
口
も
不
自
由
と
い
う
三
 

重
苦
を
背
負
い
な
が
ら
、
な
お
、
す
ぐ
 

れ
た
社
会
事
業
家
と
し
て
の
一
生
を
終
 

え
た
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
女
 

史
は
、
こ
う
書
き
残
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
灯
が
、
ど
ん
な
に
さ
さ
や
か
で
 

も
、
小
さ
く
て
も
い
い
の
で
す
。
 
一
人
 

ひ
と
り
が
ブ
フ
ン
プ
の
灯
』
に
育
っ
て
 

い
く
こ
と
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
第
一
 

) 

＠
二
級
障
害
廿
他
人
の
助
け
を
か
り
る
 

必
要
は
な
い
が
、
日
常
生
活
が
非
常
に
 

困
難
な
状
態
。
 

圏
 
年
金
額
 

＠
拠
出
制
障
害
年
金
H

一
級
六
二
七
、
 

O
〇
〇
円
（
月
額
五
二
、
二
五
〇
円
）
。
 

二
級
五
〇
一
、
六
〇
〇
円
（
月
額
四
一
 

、
八
〇
〇
円
）
。
 

⑥
障
害
福
祉
年
金
廿
一
級
四
〇
五
、
六
 

〇
〇
円
（
月
額
三
三
、
八
〇
〇
円
）
。
 

二
級
二
七
〇
、
〇
〇
〇
円
（
月
額
二
三
 

、
五
〇
〇
円
）
。
 

現
況
届
は
お
す
み
で
す
か
 

国
民
年
金
の
障
害
、
母
子
（
準
母
子
）
、
 

遺
児
、
寡
婦
年
金
を
受
給
の
皆
さ
ん
へ
。
 

忘
れ
る
と
年
金
が
ス
ト
ッ
プ
 

国
民
年
金
の
現
況
届
は
、
年
金
を
受
 

け
て
い
る
人
に
引
続
き
年
金
を
支
払
う
 

た
め
に
必
要
な
届
で
す
。
こ
の
届
を
出
 

す
期
限
は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
 

こ
れ
を
忘
れ
ま
す
と
、
九
月
期
分
か
ら
 

の
支
払
い
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
ま
す
の
で
 

期
限
に
お
く
れ
な
い
よ
う
に
届
を
出
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

次
の
人
は
、
現
況
届
の
提
出
は
不
要
 

で
す
。
 

昭
和
五
十
五
年
六
月
一
日
以
降
、
新
 

た
に
年
金
の
支
給
が
決
定
さ
れ
た
人
と
 

年
金
の
支
給
が
全
額
停
止
さ
れ
て
い
る
 

人
は
、
今
年
は
届
出
を
す
る
必
要
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
 

障
害
の
有
期
認
定
の
診
断
書
も
あ
わ
 

障
害
を
持
つ
人
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
、
み
ん
な
が
参
加
し
、
み
 

ん
な
が
平
等
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
 

社
会
の
一
員
と
し
て
、
な
に
か
し
ら
必
ず
で
き
る
は
ず
で
す
。
 

「
相
手
の
身
に
な
っ
て
、
自
分
の
し
て
欲
し
い
と
思
う
こ
と
を
、
そ
の
通
 

り
人
に
す
る
」
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
て
み
 

ま
し
ょ
う
。
 

歩
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
 

ボ
フ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
に
は
、
 

『
自
ら
進
ん
で
、
あ
る
任
務
に
つ
く
こ
 

と
を
申
し
出
る
人
。
有
志
』
と
い
う
意
 

味
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
ら
進
ん
 

で
、
だ
れ
か
の
た
め
に
、
報
酬
を
期
待
 

し
な
い
で
何
か
を
す
る
 

こ
れ
が
 

ざ
フ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
 

そ
れ
は
、
宙
豊
」
T
恵
ま
れ
る
、
与
え
 

る
ー
与
え
ら
れ
る
と
い
っ
た
関
係
で
な
 

く
、
同
じ
社
会
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
 

強
い
力
人
間
同
士
の
き
ず
な
）
か
ら
出
 

発
し
て
い
る
の
で
す
。
 

わ
た
し
た
ち
の
社
会
で
、
ボ
ラ
ン
テ
 

ィ
ア
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
の
は
戦
後
 

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
も
一
九
七
〇
年
 

日ごろ買い物に出られない 

老人に付き添うボランティア 

せ
て
 

障
害
年
金
を
う
け
て
い
る
人
で
、
今
 

年
が
診
断
書
の
提
出
時
期
と
な
っ
て
い
 

る
人
は
、
現
況
届
に
あ
わ
せ
て
診
断
書
 

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

主
婦
の
 

か
か
り
や
す
い
病
気
 

圏
 
冷
え
症
 

冷
え
症
は
二
十
歳
前
後
に
多
く
、
結
 

婚
、
妊
娠
に
よ
っ
て
減
っ
て
い
き
ま
す
 

が
、
更
年
期
に
入
る
と
再
び
増
え
出
す
 

と
い
わ
れ
ま
す
。
 

冬
で
も
夏
で
も
、
足
先
を
冷
や
す
と
 

腹
部
や
内
臓
の
血
液
循
環
が
悪
く
な
り
、
 

生
佃
策
順
を
は
じ
め
と
す
る
子
宮
内
膜
 

の
故
障
、
卵
巣
の
働
き
の
低
下
で
ホ
ル
 

モ
ン
分
泌
が
悪
く
な
る
な
ど
の
症
状
が
 

あ
ら
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
冷
え
症
で
す
。
 

冷
え
症
は
、
脚
、
腰
、
デ
ン
部
、
下
 

腹
部
が
冷
え
た
リ
痛
ん
だ
り
と
い
っ
た
 

状
態
だ
け
で
な
く
、
種
々
の
愁
訴
を
伴
 

い
ま
す
。
疲
れ
や
す
い
、
だ
る
い
、
顔
 

色
が
悪
い
、
目
の
疲
れ
、
め
ま
い
な
ど
 

で
す
。
 

カ
ゼ
を
引
き
や
す
く
、
春
に
な
る
と
 

治
ら
な
い
と
い
っ
た
人
も
多
く
、
体
質
 

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

冷
え
症
の
解
決
に
は
、
ム
」
一
 

を
鍛
練
 

以
降
で
す
。
 

障
害
者
・
老
人
問
題
が
社
会
的
に
大
 

き
く
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
と
 

も
に
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
な
ど
か
 

ら
福
祉
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
た
一
九
七
 

〇
年
代
は
、
 

一
方
で
、
住
み
よ
い
、
潤
 

い
の
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
が
、
新
し
 

い
課
題
と
し
て
登
場
し
た
時
期
で
も
あ
 

り
ま
し
た
。
 

住
民
参
加
 

“
福
祉
の
受
け
手
か
 

ら
担
い
手
へ
4

と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
 

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
と
結
び
つ
 

い
て
い
っ
た
の
で
す
。
社
会
の
一
員
と
 

し
て
（
連
帯
性
）
、
自
分
の
意
思
で
（
主
 

体
性
）
、
利
益
を
考
え
ず
に
（
無
償
性
）
 

と
い
う
三
つ
の
柱
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

活
動
の
精
神
で
す
。
 

通
学
生
徒
を
対
象
に
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

街
頭
活
動
実
施
 

4
月
6
日
5
 15 

日
ま
で
 

昭
和
五
十
六
年
『
春
の
交
通
安
全
運
 

勲

 
が
、
今
年
も
四
月
六
日
か
ら
十
五
 

ー
／
 

'1
ノ
 

ー

‘

 

‘
ノ
 

す
る
方
向
で
努
力
し
な
い
と
う
ま
く
い
 

き
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
か
ら
だ
 

を
鍛
え
る
こ
と
、
朝
晩
の
乾
布
ま
さ
つ
 

な
ど
も
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

圏
 

肥
満
を
防
ご
う
 

●
肥
満
の
害
 
肥
満
は
、
わ
か
り
や
・
 

す
く
い
う
と
、
標
準
体
重
よ
リ
十
キ
ロ
 

グ
ラ
ム
多
い
人
は
、
常
に
十
キ
ロ
グ
ラ
 

ム
の
荷
物
を
背
負
っ
て
生
活
し
て
い
る
 

の
と
同
じ
負
担
が
全
身
に
か
か
っ
て
い
 

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
で
は
心
臓
 

な
ど
の
臓
器
や
足
の
関
節
な
ど
が
そ
こ
 

な
わ
れ
や
す
い
の
も
当
然
で
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
肥
満
し
て
い
る
人
は
 

成
人
病
に
な
り
や
す
く
、
ま
た
平
均
寿
 

命
が
短
い
こ
と
も
統
計
上
明
ら
か
で
す
。
 

【
朝
日
町
三
叉
路
で
の
街
頭
運
動
か
ら
】
 

日
ま
で
の
十
日
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
、
 

こ
の
運
動
期
間
中
に
、
通
学
生
徒
児
童
 

（
特
に
新
入
学
児
童
）
を
中
心
と
し
た
 

街
頭
活
動
が
田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
 

支
部
役
員
、
市
場
、
上
野
両
小
学
校
の
 

先
生
、
及
び
赤
池
町
交
通
安
全
推
進
 

議
会
会
員
の
協
力
の
も
と
で
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

こ
の
街
頭
活
動
は
、
主
と
し
て
通
学
 

路
の
危
険
な
横
断
箇
所
で
あ
る
赤
池
派
 

出
所
周
辺
、
ス
ー
パ
ー
木
月
店
前
、
朝
 

日
町
三
叉
路
、
高
尾
ロ
、
上
野
里
交
差
 

点
、
大
久
保
交
差
点
、
市
津
バ
ス
停
等
 

で
、
午
前
七
時
二
十
分
か
ら
八
時
二
十
 

分
ま
で
の
約
一
時
間
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
と
重
っ
て
車
の
 

運
行
も
多
い
中
、
生
徒
、
児
童
た
ち
も
 

非
常
に
歩
行
マ
ナ
ー
を
よ
く
守
り
、
こ
 

の
街
頭
活
動
は
成
功
に
お
わ
り
ま
し
た
。
 

a-ー献血は、やさしさ8割、体力2割―、 

3 月13日に実施しました、昭和55年度 

第3回献血会では、109名（適88、不適21)I 

の参加がありました。ご協力どうも有難 

うございました。 

献血は手軽に出来る健康診断です。日 

常の健康チエツクの4 つとして、気軽に 

ご利用＜ださい。 

昭和56年度の実施及び予定は次のとお 

りです。 

第I回 5 月28日』るrJ 

第2回10月中旬 

第3回 2 月下旬 

J J
 

●
過
食
が
原
因
 
肥
満
の
九
十
九
パ
 

ー
セ
ン
ト
は
過
食
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

つ
ま
り
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
が
消
費
カ
 

ロ
リ
ー
を
上
ま
わ
っ
て
お
き
た
も
の
で
 

す
。
噌
好
品
が
豊
富
に
な
る
一
方
、
乗
 

物
や
電
気
製
品
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
、
 

か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
は
減
る
ば
か
り
 

と
い
う
の
が
肥
満
を
多
く
し
て
い
る
理
 

由
で
す
。
統
計
上
女
性
に
肥
満
が
多
い
 

の
は
、
女
性
の
基
礎
代
謝
量
が
男
性
の
 

八
割
だ
か
ら
で
す
。
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
少
な
い
の
 

に
男
性
と
同
じ
量
を
食
べ
れ
ば
ふ
と
る
 

の
も
当
然
で
す
。
主
婦
な
ど
の
軽
作
業
 

の
女
性
が
一
日
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

は
、
千
四
百
か
ら
千
五
百
カ
ロ
リ
ー
と
 

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

×
回
引
ノ
 

に
轡
  社会衛生係  ノ 
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昭和56年5月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

エンゼルクイズ 

【第57回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、映画「ジョーん はサメ、では「テンタ 

クルズ」はワ 

④タコ ⑧クジラ ⑥ィカ 

2 、計量スプーン、大さじは小さじの約何倍？ 

④3倍 ⑧5倍 ＠7倍 

3 、国税三税とは所得税、法人税とあと1つ 

は？ 

④酒税 ⑧自動車税 ＠固定資産税 

4 、郵便ポストの正式名は？ 

④郵便投函箱 （B）郵便さしだし箱 

⑥郵便回収箱 

5 、アニメ「宇宙戦艦ヤマト」を描いた漫画 

家は？ 

④手塚治虫 ⑧松本零士 ＠滝田ゆう 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、 5月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンセ’ルクイズ係までお送リ下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

> f;」問題lB 問題2 B 問題3 C 

【第56回C塀答】 

1 ④ 2 ④ 3 ④ 

ーまちー 

の
 

一
 芸

 
文
 

出
 
雲
 
詣
 

一

 

池
田
 

一
歩
 

岩
屋
神
社
の
ご
神
体
を
お
受
け
す
る
 

と
の
こ
と
で
、
区
か
ら
ご
招
待
を
受
け
、
 

出
雲
ま
で
お
供
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

出
発
に
揃
っ
た
顔
は
、
物
見
遊
山
と
は
 

フ
カ
カ
 

違
っ
た
緊
張
の
ほ
ど
が
窺
え
る
。
 

折
角
の
機
会
だ
か
ら
少
し
句
も
作
っ
 

て
み
た
い
。
だ
が
、
俳
句
旅
行
で
は
な
 

一」わ 

い
の
で
雰
囲
気
を
段
さ
な
い
よ
う
心
掛
 

け
る
。
 

マ
イ
ク
ロ
が
津
和
野
路
に
さ
し
か
か
 

る
頃
か
ら
、
周
囲
が
残
雪
の
景
と
な
リ
、
 

俄
か
に
冷
え
を
感
じ
る
。
 

●
春
雪
の
一
刷
け
し
た
る
津
和
野
か
な
 

こ
の
あ
た
り
に
く
る
と
、
家
並
も
流
 

石
に
山
陰
ら
し
く
つ
つ
ま
し
い
た
た
ず
 

ま
い
に
な
る
。
や
が
て
眼
下
に
名
物
、
 

津
和
野
の
虐
幕
務
が
流
れ
る
景
観
に
変
わ
 

る。 ●
濃
く
速
く
霧
の
流
れ
て
城
比
か
な
 

山
頂
に
津
和
野
城
比
を
仰
ぎ
、
坂
崎
 

か
す
 

出
羽
守
の
悲
話
が
一
瞬
脳
裏
を
掠
め
る
。
 

暫
ら
く
う
と
う
と
し
て
い
る
う
ち
に
 

浜
田
市
に
入
る
。
こ
じ
ん
ま
り
し
た
港
 

町
だ
が
、
ど
こ
か
活
気
が
感
じ
ら
れ
る
 

●
北
斉
の
春
潮
礁
を
し
ぶ
く
か
な
 

北
斉
の
絵
に
見
る
よ
う
な
春
の
潮
が
 

岩
に
砕
け
、
固
唾
を
呑
む
日
本
海
の
す
 

ば
ら
し
い
景
が
続
く
。
 

や
が
て
宍
道
湖
が
見
え
て
く
る
。
初
 

め
て
と
い
う
人
も
二
、
三
い
た
。
見
馴
 

れ
ぬ
人
に
は
、
海
に
み
え
た
こ
と
で
あ
 

ろ、っ。 

●
宍
道
湖
の
波
を
濁
し
て
春
嵐
 

折
か
ら
の
春
一
番
に
、
湖
も
荒
れ
気
 

味
で
あ
る
。
水
深
が
浅
く
濁
リ
や
す
い
 

湖
だ
と
聞
く
。
そ
れ
だ
け
に
見
方
に
よ
 

う
み
 

っ
て
は
ク
男
湖
）
と
い
う
感
が
す
る
。
 

こ
の
辺
リ
は
、
総
じ
て
人
情
が
細
や
 

か
で
、
人
家
の
た
た
ず
ま
い
も
何
と
な
 

く
控
え
め
で
心
を
魅
か
れ
る
。
 

一
夜
明
け
る
と
、
宍
道
湖
の
波
も
忘
 

れ
た
よ
う
に
静
ま
リ
、
宿
所
の
湖
畔
亭
 

か
ら
白
魚
漁
や
規
掻
き
が
一
望
さ
れ
、
 

旅
情
を
そ
そ
る
。
 

●
宍
道
湖
の
朝
焼
け
そ
め
し
白
魚
漁
 

ほ
の
ぽ
の
と
朝
焼
が
広
が
る
湖
上
に
 

点
々
と
白
魚
漁
の
舟
が
浮
か
ぶ
。
 

静
か
な
朝
で
あ
る
。
 

●
ひ
っ
そ
り
と
湖
尻
に
住
ん
で
規
掻
き
 

漁
師
の
家
が
三
、
三
、
五
、
五
ひ
っ
 

そ
り
と
湖
の
ほ
と
り
に
肩
を
寄
せ
合
わ
 

せ
て
見
え
る
。
幌
を
掻
く
人
の
住
い
で
 

あ
ろ
う
。
朝
飼
の
膳
に
取
り
た
て
の
規
 

し
の
う
 

汁
が
添
え
て
あ
る
。
詩
嚢
が
静
か
に
は
 

ら
み
、
小
泉
八
雲
が
こ
よ
な
く
松
江
を
 

ひ
し
ひ
し
 

愛
し
た
気
持
ち
が
森
々
と
伝
わ
っ
て
く
 

る。 ●
ま
た
松
江
訪
い
た
く
な
り
し
規
汁
 

今
日
は
、
皆
さ
ん
と
出
雲
の
大
社
で
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
入
館
料
が
 

5
月
ー
日
か
ら
 

＠
一
般
廿
一
五
〇
円
を
 

一
一
O
O
円
に
 

⑨
老
人
H
 

七
〇
円
を
 

一
O
O
円
に
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
費
さ
れ
 

る
経
費
は
、
年
間
約
一
千
三
 

百
万
円
で
す
。
こ
れ
を
年
間
 

の
入
場
者
（
約
二
万
人
）
で
 

割
る
と
、
 

一
人
入
場
す
る
ご
 

と
に
六
百
五
十
円
の
費
用
が
 

か
か
っ
て
い
る
計
算
に
な
り
 

ま
す
。
 

現
在
、
皆
様
方
か
ら
入
場
 

料
と
し
て
老
人
の
方
は
七
十
 

' 

ご
神
体
を
お
受
け
し
て
帰
宅
の
予
定
で
 

あ
る
。
身
も
心
も
浄
め
て
お
詣
り
を
終
 

え
た
い
。
 

。 

私
も
磁
器
婚
を
間
近
か
に
控
え
て
い
 

小
し
め
 

る
。
人
生
の
ー
つ
の
節
目
と
し
て
、
」
」
 

れ
ま
で
を
静
か
に
省
み
る
こ
と
も
無
駄
 

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
出
雲
路
は
 

そ
の
意
味
か
ら
も
手
頃
の
距
離
に
あ
る
 

旅
で
あ
る
。
 

“
出
雲
詣
力
の
お
供
が
で
 

き
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
つ
つ
、
筆
 

お
 

を
欄
く
。
 

つ
れ
づ
れ
に
 
⑩
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
た
か
し
 

●
暖
か
し
鷲
鳥
の
遊
ぶ
池
ほ
と
り
 

●
春
め
き
し
雑
木
の
山
の
明
る
く
て
 

●
水
温
む
頃
と
な
り
け
り
臥
せ
る
身
に
 

●
春
日
浴
び
し
み
じ
み
生
き
る
よ
ろ
一
」
 

び
を
 

●
墓
も
た
ぬ
他
国
に
老
い
て
彼
岸
く
る
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

圏
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
 

①
地
方
税
法
及
び
町
税
条
例
の
改
正
に
 

伴
い
、
軽
自
動
車
税
の
月
割
り
課
税
制
 

度
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
軽
自
動
車
 

税
は
、
今
ま
で
ど
お
り
四
月
一
日
現
在
 

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
、
年
度
の
途
中
 

で
廃
車
や
名
義
変
更
が
な
さ
れ
て
も
従
 

来
の
よ
う
に
税
の
還
付
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

従
っ
て
、
四
月
二
日
以
降
新
規
登
録
 

の
場
合
に
は
、
そ
の
年
度
に
は
課
税
は
 

さ
れ
ず
、
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
る
こ
 

と
と
な
り
ま
す
。
 

②
五
月
は
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
 

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
納
期
限
は
六
 

月
一
日
で
す
。
納
税
通
知
書
が
お
手
元
 

に
届
き
、
初
め
て
自
分
は
軽
自
動
車
（
 

バ
イ
ク
等
）
が
な
い
の
に
納
付
書
が
き
 

た
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
 

は
廃
車
の
手
続
き
が
さ
れ
て
な
い
か
ら
 

で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
役
場
税
務
 

徴
収
課
（
窓
口
二
番
）
に
申
し
出
て
、
 

所
定
の
手
続
き
を
早
急
に
し
て
下
さ
い
。
 

圏
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
 

本
年
度
か
ら
、
今
ま
で
四
回
に
分
か
 

れ
て
い
た
納
期
を
六
回
に
変
更
し
ま
し
 

た
。
こ
れ
は
医
療
の
大
幅
な
値
上
が
り
 

に
よ
り
保
険
税
童
局
額
と
な
り
、
税
金
 

の
納
付
が
四
回
の
納
期
で
は
納
め
に
く
 

く
、
こ
れ
を
六
回
に
改
正
し
プ
納
め
や
 

す
く
し
た
も
の
で
す
。
是
非
、
納
期
毎
 

の
納
税
に
ご
協
力
下
さ
い
。
 

※
税
務
徴
収
課
で
は
、
毎
月
一
日
か
 

ら
十
日
ま
で
を
納
税
相
談
日
と
定
め
て
 

お
り
ま
す
。
税
に
対
す
る
疑
義
が
あ
れ
 

ば
、
是
非
ご
相
談
下
さ
い
。
 税

務
徴
収
課
 

峯
 
峯
 
業
 
業
 
業
 
峯
 

六
 

期
 

五
 

期
 

四
 

期
 

三
 

期
 

一一 

期
 

一 

期
 

納
鋤
期
日
 

保
険
税
納
期
新
旧
対
象
表
 

2
n
 

12n 10fi 8
月
 

6
n
 

5
月
 

改
正
後
 ／

ノ

 

ノ

／

 

12fi 10fi 8n 
5
月
 

改
正
前
 

印
紙
税
の
税
率
が
 

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
 

『
印
紙
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
 

律

 
が
施
行
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
五
 

月
一
日
よ
り
作
成
す
る
文
書
か
ら
適
用
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

①
今
ま
で
最
低
百
円
で
あ
っ
た
印
紙
税
 

額
が
二
百
円
に
な
り
ま
す
。
 

②
税
率
は
お
お
む
ね
旧
税
率
の
二
倍
に
 

な
り
ま
す
。
 

③
不
動
産
の
譲
渡
に
関
す
る
契
約
書
、
 

消
費
賃
借
に
関
す
る
契
約
書
、
請
負
 

に
関
す
る
契
約
書
、
約
束
手
形
、
株
 

券
、
売
上
代
金
に
係
る
金
銭
又
は
有
 

価
証
券
の
受
取
書
等
そ
の
金
額
に
よ
 

り
段
階
的
に
税
率
が
変
わ
る
課
税
文
 

書
に
つ
い
て
は
、
課
税
標
準
の
量
局
 

額
が
変
わ
り
ま
す
。
 

④
印
紙
を
貼
っ
て
い
な
い
た
め
、
又
は
 

消
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
徴
収
さ
れ
 

」
 

改
正
さ
れ
ま
す
 

円、 

一
般
の
方
は
百
五
十
円
 

を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
お
 

り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
の
諸
 

費
、
た
と
え
ば
重
油
代
、
水
 

道
代
、
電
気
代
等
の
急
激
な
 

値
上
が
り
に
よ
り
、
財
政
的
 

に
非
常
に
運
営
が
む
ず
か
し
 

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

皆
様
方
に
は
以
上
の
実
情
 

を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
 

何
卒
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
 

願
い
致
し
ま
す
。
 

『
※
一
枚
 

お
得
な
回
数
券
を
発
売
し
ま
 

す
。
ー
五
月
一
日
発
売
ー
』
 

⑨
老
人
入
場
券
 

十
一
枚
綴
 
千
円
で
す
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

一
 

一
 

一
 

一 

「
 

」
 
一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

「
 

「
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

4
月
 16 

日
現
在
 

金
 
封
 
岡
田
 

宗
治
（
本
町
）
 

金
 
封
 
川
上
 
大
吉
（
草
場
）
 

金
 
封
 
大
上
 
園
勝
（
高
尾
）
 

金
 
封
 
皆
川
 
栄
蔵
（
車
道
）
 

金
 
封
 
池
田
ツ
ル
子
（
稲
荷
町
）
 

昇可 

付〕 

圏
正
栄
自
動
車
整
備
工
場
 
五
万
円
 

圏
下
田
川
ラ
イ
十
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

五
万
六
千
円
 

〔
賛
助
会
費
〕
1

ロ
千
円
 

▽
町
議
会
議
員
 34 

ロ
▽
役
場
課
長
会
 

54 

ロ
▽
岩
城
辰
美
 12 

口
▽
太
田
博
文
 20 

I 

口
▽
池
田
晃
1

口
▽
大
城
康
生
1

口
▽
 

武
末
俊
枝
1

口
▽
中
野
キ
ョ
子
1

口
▽
 

千
代
田
千
代
子
1

口
▽
小
松
久
美
子
1
 

口
 〔

決
気
祝
〕
老
人
ホ
ー
ム
へ
 

圏
松
尾
重
男
 
三
万
円
 ー

敬

称

略

ー

 

〇 

（第 1 期分）（納期限 6 月1日） 

一町税は納期内に納めましょう ー 

税務徴収課 

@ 
【hu ⑧

 
4
ュ 

【正解者】 

今回の応募総数8通のうち、正解者はあり 

ませんでした。 

クイズの記念品を是非あなたに

文書広報係では、エンゼルクイズの応 

募を多数お待ちしておリます。正解者に 

は記念となる品物を数々用意しておリま 

すので、ふるって応募下さい。 

、 

〔5月の休館日〕 〔福祉バス運行日〕 

4 日、5日、11日 I 2 日、 3 日、6日、7日、 9 日 
18日、25日 ！ 10日、13日、14日、16日、ワ日 

〔演 芸 日〕 1 20日、21日、23日、24日、27日 

3 日、7日、10日1 28日、30日、31日 

14日、17日、21日 I〔仏教法話会〕 

24日、28日 I 13日困 午前11時より 

」

 

る
倶
忌
税
の
最
低
額
が
五
百
円
か
ら
 

千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

※
な
お
、
免
税
点
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
 

リ
あ
リ
ま
せ
ん
。
 

詳
し
い
こ
と
や
、
お
わ
か
り
に
な
ら
 

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
田
川
税
 

務
署
ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

固
0
9
4
7
4
→
④
→
0
4
3
0
 

納
税
証
明
書
の
手
数
料
が
 

三
O
O
円
に
な
り
ま
し
た
 

国
税
通
則
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
 

四
月
一
日
交
付
の
分
か
ら
、
納
税
証
明
 

書
（
所
得
証
明
、
税
額
証
明
）
の
手
数
 

料
が
証
明
書
一
枚
ご
と
に
三
百
円
と
な
 

り
ま
し
た
。
 

田
川
税
務
署
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し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

犯
罪
被
害
救
援
基
金
募
集
 

通
り
魔
殺
人
や
爆
弾
事
件
な
ど
の
凶
 

悪
な
犯
罪
に
よ
リ
死
亡
し
た
リ
、
重
障
 

害
を
負
っ
た
被
害
者
の
子
供
さ
ん
に
対
 

し
て
、
奨
学
金
を
支
給
す
る
た
め
の
財
 

団
法
人
『
犯
罪
被
生
救
援
基
含
 
が
近
 

く
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
リ
ま
し
た
。
 

通
リ
魔
殺
人
等
の
被
害
者
の
遺
族
に
 

給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
は
、
本
年
一
 

月
の
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
支
給
法
の
 

簿
行
に
よ
リ
、
す
で
に
発
足
し
て
い
ま
 

す
が
、
給
付
金
の
額
等
に
限
界
が
あ
り
、
 

ま
た
、
法
施
行
前
の
事
件
に
は
適
用
が
 

な
い
た
め
、
こ
の
制
度
だ
け
で
は
必
ず
 

し
も
犯
罪
被
害
者
及
び
そ
の
遺
族
の
救
 

済
に
十
分
で
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
特
 

に
凶
悪
事
件
の
被
害
遺
児
が
毎
年
全
国
 

で
百
四
十
人
な
い
し
百
五
十
人
も
生
ま
 

れ
、
そ
の
多
く
が
経
済
的
理
由
に
よ
り
 

就
学
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
実
情
で
 

あ
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
子
供
さ
ん
た
 

ち
に
奨
学
金
を
と
い
う
こ
と
で
財
団
法
 

人
が
設
立
さ
れ
、
こ
の
法
人
の
設
立
運
 

営
基
金
は
広
く
国
民
各
層
か
ら
浄
財
を
 

募
る
こ
と
に
な
っ
て
お
リ
、
警
察
が
財
 

団
法
人
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
募
金
 

に
協
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
 

就
学
し
た
く
て
も
で
き
な
い
気
の
毒
な
 

犯
罪
被
害
遺
児
に
光
を
与
え
、
立
派
な
 

社
会
人
に
育
て
る
た
め
、
何
分
の
ご
協
 

力
、
ご
援
助
を
お
願
い
し
ま
す
n
 

な
お
、
募
金
は
六
月
末
ま
で
と
な
っ
 

て
お
り
、
警
察
本
部
警
務
課
、
又
は
田
 

川
警
察
署
警
務
課
に
窓
ロ
を
設
け
て
お
 

リ
ま
す
。
 

▼
警
察
本
部
警
務
課
 

葡
0
9
2
→
7
4
1
→
2
2
3
1
 

▼
田
川
警
察
署
警
務
課
 

固
0
9
4
7
4
→
②
→
2
1
2
0
 

危
険
物
取
扱
者
 

試
験
準
備
講
習
会
 

▼
と
き
 
5
月
 31 

日
回
 

9
時
ー
 17 

時
 

▼
と
こ
ろ
 
田
川
市
中
央
公
民
館
 

▼
講
習
科
目
 
①
危
険
物
関
係
法
令
②
 

基
礎
物
理
学
及
び
基
礎
化
晋
太
回
危
険
 

物
の
性
質
並
び
に
火
災
予
防
及
び
消
 

火
方
法
。
 

▼
受
講
申
込
 
56 

年
5
月
 19 

日
ま
で
 

▼
受
験
願
書
受
付
 

①
田
川
地
区
消
防
本
部
子
防
課
内
田
 

川
地
区
防
災
協
会
事
務
局
 

②
田
川
地
区
消
防
署
川
崎
分
署
 

③
田
川
地
区
消
防
署
金
田
分
署
 

④
田
川
地
区
消
防
署
添
田
出
張
所
 

▼
受
講
料
 
三
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
 

む
）
但
し
、
田
川
地
区
防
災
協
会
会
 

員
及
び
そ
の
従
事
員
で
会
員
証
明
書
 

提
出
し
た
も
の
に
限
リ
二
千
五
百
円
 

▼
携
行
品
 
昼
食
、
筆
記
用
具
、
テ
キ
 

ス
ト
。
 

戦
傷
病
者
補
装
具
支
給
 

（
修
理
）
等
の
巡
回
相
談
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
 

〇
5
月
 14 

日
困
 
直
方
市
中
央
公
民
館
 

o
5
月
 28 

日
困
 

田
川
市
立
体
育
館
 

〇
6
月
 11 

日
困
 
飯
塚
総
合
会
館
 

〇
7
月
 15 

日
困
 
香
春
中
央
公
民
館
 

▼
対
象
者
 
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
 

受
け
て
い
る
者
で
、
公
務
上
の
傷
病
 

に
よ
リ
次
の
障
害
の
状
態
で
あ
る
者
。
 

（
ほ
ぼ
三
款
症
以
上
の
者
）
 

①
補
装
具
の
装
着
を
必
要
と
す
る
者
。
 

②
更
生
医
療
を
必
要
と
す
る
者
。
 

▼
携
行
品
 
戦
傷
病
者
手
帳
及
び
印
鑑
。
 

56 

年
二
級
建
築
士
試
験
 

▼
試
験
日
 

〇
学
科
試
験
 

7
月
 26 

日
回
 

〇
設
計
製
図
試
験
 
9
月
 13 

日
回
 

▼
と
こ
ろ
 
福
岡
大
学
（
七
隈
学
舎
）
 

8

・ 
10 

号
館
→
福
岡
市
西
区
七
隈
 11 

▼
受
付
期
間
 
5
月
 11 

日
囲
か
ら
5
月
 

15 

日
金
ま
で
。
 

（
県
庁
西
中
洲
分
館
 

及
び
県
土
木
事
務
所
建
築
課
）
 

▼
申
込
用
紙
の
交
付
 
4
月
 30 

日
困
か
 

ら
県
庁
建
築
課
別
室
建
築
士
係
（
固
 

7
4
1
→
9
4
1
6
）
及
び
最
寄
り
 

の
県
土
木
事
務
所
建
築
課
並
び
に
北
 

九
州
市
建
築
局
指
導
部
審
査
課
・
同
 

市
各
区
役
所
に
お
い
て
交
付
。
 

▼
そ
の
他
 
①
受
験
資
格
及
び
手
続
き
 

等
に
関
す
る
間
合
わ
せ
の
窓
ロ
は
、
 

福
岡
県
建
築
部
建
築
課
建
築
士
係
又
 

は
最
寄
リ
の
県
土
木
事
務
所
建
築
課
 

②
受
験
に
関
す
る
間
合
わ
せ
及
び
受
 

験
案
内
等
を
郵
便
に
よ
リ
請
求
す
る
 

場
合
は
、
受
験
区
分
（
学
科
か
ら
の
 

受
験
・
設
計
製
図
の
み
の
受
験
）
及
 

び
あ
て
先
、
郵
便
番
号
を
明
記
し
、
 

六
十
円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
 

を
必
ず
同
封
す
る
こ
と
。
 

民
謡
同
好
会
々
員
募
集
 

町
公
民
館
民
謡
ク
ラ
ブ
で
は
、
現
在
 

十
二
名
の
民
謡
同
好
者
に
よ
リ
、
毎
週
 

町
民
会
館
に
お
い
て
練
習
を
行
っ
て
い
 

ま
す
。
民
謡
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
 

是
非
お
入
リ
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
 

▼
練
習
日
 
毎
週
水
曜
日
 

午
後
8
時
か
ら
 

▼
連
絡
先
 
固
赤
池
5
1
6
6
番
（
立
 

花
敏
幸
ま
で
）
又
は
、
町
民
会
館
固
 

4
1
0
0
番
 

並
通
恩
給
及
び
普
通
扶
助
料
 

受
給
者
の
皆
さ
ん
へ
 

普
通
恩
給
を
も
ら
っ
て
い
る
六
十
歳
 

以
上
の
方
で
、
加
算
改
定
の
申
し
立
て
 

を
ま
だ
し
て
い
な
い
方
、
及
び
普
通
扶
 

助
料
を
も
ら
っ
て
い
る
方
は
、
早
目
に
 

改
定
申
し
立
て
を
行
っ
て
下
さ
い
。
 

一
 

又
、
こ
れ
か
・
皇
ハ
十
歳
に
な
ら
れ
る
 

方
も
、
六
十
歳
に
達
し
次
第
、
加
算
改
 

定
の
申
し
立
て
を
行
っ
て
下
さ
い
。
 

社
会
衛
生
係
 

巡
回
交
通
事
故
相
談
 

▼
と
き
 

〇
5
月
 12 

日
閃
 
飯
塚
市
 

〇
5
月
 13 

日
困
 
直
方
市
・
田
川
市
 

〇
5
月
 26 

日
因
 

飯
塚
市
 

o
5
月
 27 

日
困
 

田
川
市
 

（
午
前
 10 

時
ー
午
後
4
時
ま
で
）
 

▼
と
こ
ろ
 

o
直
方
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
0
9
4
9
2
→
②
→
4
1
1
1
 

o
飯
塚
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
0
9
4
8
2
→
②
→
5
5
0
0
 

〇
田
川
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

固
0
9
4
7
4
→
④
→
2
0
0
0
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お
詫
び
と
訂
正
 

四
月
号
に
次
の
誤
り
が
あ
リ
ま
 

し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
 

ま
す
。
三
頁
の
三
月
定
例
町
議
会
 

の
陳
情
、
請
願
の
中
で
『
し
尿
収
 

集
運
搬
料
金
に
関
す
る
陳
情
』
 

『 

上
ノ
原
町
営
住
宅
の
払
下
げ
に
関
 

す
る
請
願
』
の
二
件
が
、
い
ず
れ
 

も
採
択
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
 

こ
れ
は
継
続
審
議
中
で
あ
り
ま
す
 

の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。
 

広
報
係
 


